
　長寿社会のいま、病気を未然に防ぎ健康であり続けることに関心が集まっています。こうした社会の流れのなか、基礎研究においても健康の
増進や病気の予防に関連した研究が盛んに行われています。そのひとつが、さまざまな病気に大きく関与している「腸内フローラ」の研究です。
古くから言われてきた『医食同源』に対する科学的な実証、研究が、新たな可能性を広げつつあります。

　腸内フローラは、生活習慣、特に食事に大きく左右
されます。腸内フローラのバランスの乱れは、生活習
慣病や、加齢、肥満、肌荒れ、アトピー、アレルギー、
発がんなどに大きく関与していると言われています。
そのなかでも危険な病気が大腸がん。食生活の欧米
化に伴って増加傾向にあります。
　最新の研究によって、腸の重要な働きが明らかと
なってきました。たとえば、抗生物質の服用によって
腸内フローラのバランスに乱れが生じ、腸内で真菌
（カビ）が増殖し、喘息の悪化につながるメカニズム
が解明されました。また、日本人の糖尿病患者の95％
を占める2型糖尿病患者には、腸内フローラのバラン
スに乱れが見られ、腸内細菌が血液中に移行しやす
い状態にあることがわかりました。今後の研究によっ
て、糖尿病に伴う腸内の炎症を抑えることが可能とな
ることが期待されています。

「腸内フローラ」のバランスが乱れると、どうなるの？
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600兆個もの細菌が、
私たちの腸内で種類ごとに棲み分けて
生息しているんだ。この様子から、
腸内細菌群を“お花畑”に例えて
「腸内フローラ」と
呼んでいるんだよ。

　私たちヒトの1人分の細胞数はおよそ
60兆個ですが、その約10倍にあたる数の
細菌が私たちの腸内に生息しています。
これらの腸内細菌は、微生物発酵によっ
て食事に含まれる栄養分や腸の分泌物
を分解し、増殖することで、同時にさまざ
まな代謝物を産生しています。

私たちの腸内には、600兆個・1,000種類以上の細菌が生きているってホント？

「ビフィズス菌」などの腸内細菌は、ビタミ
ンB群などヒトの健康に有益な物質を産生
したり、からだの免疫機能の向上や有害な
細菌の増殖抑制などに役立っているよ。

ほんとだ！
お花畑
みたい～

　大腸は、食事とともに摂取された外来微生物
や腸内細菌にさらされ、常に感染や炎症の危険
と隣り合わせになっています。しかし、腸管内部
には、細菌や毒素が、からだに侵入するのを未
然に防ぐ腸管バリア機能が働いています。
　このバリア機能が破られると、腸の免疫系が
異常をきたし炎症性腸疾患や食物アレルギーな
ど多種多様な疾患の発症や進展につながること
になります。

● 水分と、腸内細菌の発酵によっ
て生じた一部の栄養素を吸収。

● 粘液を分泌し、バリア機能を
形成する。

● 抗菌物質などが分泌され、
これが、腸内細菌や毒素の
生体内への侵入を阻止。
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新しい技術によって加速する研究スピード

腸内環境改善研究シリーズ

　腸内細菌の解析には従
来、培養法が多く用いられ
てきましたが、解析には多
大な労力と熟練した技術
が必要で、しかも培養可能
な菌種は腸内細菌のわず
か20％程度でした。
　近年は、これに代わって
糞便中の腸内細菌のDNA
を解析する分子生物学的
な手法が発達し、簡便かつ
再現性の高い解析が可能
になりました。

　当社では「腸内環境改善研究シリーズ」を通じて、腸内
フローラの基礎研究をサポートするために、以下のような
受託サービスと製品の販売を行っております。

「腸内フローラ」の基礎研究にも、
コスモ・バイオの受託サービスや
自社製品が活躍しています。
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● 糞便中の腸内細菌のDNAから、腸内細菌の
種類や量を解析する受託サービス

● 腸管バリア機能の指標である
ムチンの測定キット

ムチン測定キット

腸内フローラの機能の解明
～腸内細菌と健康の関係～

「腸内フローラ」のバランスの
乱れが、さまざまな病気を
引き起こしている。

「腸内フローラ」を研究することで健康を
維持し、たくさんの病気を予防・
治療する方法を発見できるって

ことなんだよ。

私たちのからだと腸内細菌は、どのように共生しているの？


